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1 はじめに 

ECU とは，engine control unit の略称であり，自

動車などのエンジンを電気的な補助装置で制御す

るのに使用するマイクロコンピュータである．あるい

は，Electronic Control Unitの略称として，システムを，

電子回路を用いて制御する装置でもある． 

本研究では，後者について文献調査をし，課題

の設計書の作成に取り組む．ECU を介入させた

EPSで ABS, TCS, ESCの ECU間で協調制御をす

るために，EV3に実装した疑似ECUの制御クラスに

EPS オブジェクトを設計・実装し，有用性を検証する． 

2 背景技術 

ECU の機能のうち，ドライバーの安全運転を支

援するものとしては，TCSや ABS，ESCなどがある．

TCS (Traction Control System)は，加速時のタイヤの

空転を防止する装置であり，  ABS (Anti-lock 

Braking System)は，減速時の車輪の滑走を防止す

る装置であり，ESC (Electronic Stability Control)は

横滑り防止装置である． 

ECU では，外部の入力をもとに制御を行う．ここ

でその外部を 3つに分類する．ECUにとっての外部

システムをアクタと総称する．『自動車』, 『ユーザ

（利用者）』, 『環境』と分類する．さらに，『自動車』 

が持つ特性を『環境』, 『走行』, 『快適』と分類する．  

ECUの機能とこれらのアクタとの関係を図 1に示

す． 

 

 

線は入力と出力の少なくとも一方の関係を示す．

アクタの制御を 1つのマイコンでは行わずに複数の

マイコンに分割して処理をしている．そうすると，

TCS, ABS, ESC などが個々に独立してしまうことに

なる． 

文献[1]では，ECUの独立した要素らが，互い，

あるいは非機能要求に影響を及ぼすことから，複数

の ECU間の協調制御が必要であると言い，その設

計方法の提案をしている．自動車組込みソフトウェ

アを利用し自動車をコンピュータが積極的に制御す

る機能の要求のうち，ハードリアルタイム性が求めら

れるものがあるが，文献[5]ではステアリング操作を

ECUで制御する技術について触れた話が書かれて

いる．EPSに ECU を介入させて安全運転支援を行

うといったものだ． 

EPS(electric power steering)は，運転手が直接操

作していたステアリング操作に補助をする機能であ

る. この機構により軽い力でステアリングの操舵がで

きる. ここに ECUによる制御を加えたものを株式会

社ジェイテクトでは『ハプティックシェアードコントロー

ル』 と称している． 

3 おわりに 

安全運転支援の機能をもつ 『ハプティックシェ

アードコントロール』 は，米自動車技術会（SAE）が 

定めている自動運転レベル３を想定している[3]．こ

れに ABS, TCS, ESC の ECU 間で協調制御をする

有用性があるかもしれない． 

ここで ECUの機能のうち，ドライバーの安全運転 

を支援するものにステアリング操作を協調制御する 

システムの実装をして，有用性があるかどうかを実験 

する． 

ECU を介入させた EPS で ABS, TCS, ESC の

ECU 間で協調制御をする．EV3 に実装した疑似

ECU の制御クラスに EPS オブジェクトを設計, 実装

し，目的の有用性を検証する予定である． 
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